
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

み  き            も  り 
森町森林組合 

秋号  
発行日 R2.10.30 

第
六
〇
回
通
常
総
代
会
を
開
催 

～
本
人
出
席
２
名
、書
面
決
議
書
８
９
通
で
原
案
通
り
可
決
さ
れ
る
～ 

 

 

 

 

令
和
２
年
９
月
２
８
日
に
三
倉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
第
６
０
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
総
代
会
で
は
国
よ
り
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
的
方
針
」
が
示
さ
れ
『
３
つ

の
密
』
を
避
け
る
よ
う
総
代
皆
様
の
安
全
を
第
一
に
考
慮
し
た
結
果
、
書
面
議
決
書
の
行
使
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

審
議
に
入
る
前
に
甚
沢
万
之
助
組
合
長
は
、
日
々
の
組
合
運
営
に

於
い
て
、
ご
指
導
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
冒
頭
で
御

礼
申
し
上
げ
挨
拶
を
致
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
度
の
総
代
会
に
於
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
に
対
応
す
る
為
、
や
む
を
得
ず
書
面
議
決
書
の
行
使

で
行
わ
せ
て
頂
く
こ
と
不
本
意
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
理
解
頂
き
た

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
総
代
会
は
第
六
〇
回
の
記
念
す
べ
き
総
代
会
で
す
が
人
間
に

例
え
れ
ば
『
還
暦
』
で
す
。
人
生
を
、
仕
事
を
全
う
し
更
に
第
二
の
人

生
一
〇
〇
年
時
代
を
社
会
の
為
に
、
自
身
の
為
に
活
躍
の
場
を
拡
げ

る
時
代
で
す
。
森
町
森
林
組
合
で
も
、
諸
先
輩
の
皆
様
方
が
築
き
上
げ

て
き
た
努
力
に
よ
り
、
成
熟
し
つ
つ
あ
る
立
派
な
森
林
が
出
来
上
が

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

私
が
思
っ
て
い
る
こ
と 

甚
沢
万
之
助 

 

記
念
す
べ
き
第
六
〇
回
通
常
総
代
会
に
於
い
て
私
の
思
い
を
発
言

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

「
国
破
れ
て
山
河
あ
り
」
中
国
の
唐
の
時
代
の
詩
人
（
杜
甫
）
が
詠

ん
だ
歌
で
す
。
戦
争
に
よ
っ
て
国
は
滅
び
た
け
れ
ど
も
山
や
河
は
人
間

の
栄
枯
盛
衰
と
は
関
係
な
く
、
昔
の
ま
ま
だ
と
言
う
こ
と
で
す
。 

 

今
の
日
本
の
姿
を
杜
甫
が
詠
め
ば
「
国
栄
え
て
山
河
な
し
」
と
詠
む

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
限
界
集
落
を
超
え
て
消
滅
す
る
集
落
が
あ
り

ま
す
。
「
向
都
離
村
」
今
は
亡
き
榛
村
純
一
前
静
岡
県
森
林
組
合
連
合

会
長
の
言
葉
で
す
。
私
の
頭
の
中
に
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
言
葉
で
す
。

日
本
の
二
次
産
業
、
三
次
産
業
は
世
界
に
冠
た
る
地
位
を
築
き
ま
し
た

が
一
次
産
業
は
そ
の
真
逆
に
あ
り
ま
す
。 

 

戦
後
日
本
の
経
済
成
長
と
共
に
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
（
通
称
松

く
い
虫
）
に
よ
る
松
枯
れ
が
猛
威
を
振
る
い
、
私
た
ち
の
周
辺
に
は
松

の
大
木
は
１
本
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
に
よ
る
ナ
ラ
枯
れ
が
始
ま
り
、
二

〇
数
年
前
よ
り
日
本
海
側
よ
り
拡
大
が
南
下
し
静
岡
県
内
に
被
害
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。 

 

私
は
、
戦
後
の
拡
大
造
林
で
先
人
が
汗
水
を
流
し
て
植
林
し
た
ス
ギ

や
ヒ
ノ
キ
が
害
虫
に
よ
り
枯
れ
る
事
が
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
。
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
が
枯
れ
な
い
と
い
う
何
の
保
証
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

自
然
界
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
森
林
面
積
の
三
〇
％
は
広
葉
樹
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自

然
界
の
バ
ラ
ン
ス
の
為
に
。
学
生
時
代
に
同
級
生
に
こ
の
事
を
話
し
た

ら
一
笑
に
伏
せ
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

私
た
ち
森
町
森
林
組
合
は
先
輩
方
の
意
思
を
受
け
継
ぎ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
時
代
に
対
応
す
べ
く
、
目
先
の
利
益
や
世
論
に
惑
わ
さ
れ
、
囚
わ
れ

る
こ
と
無
く
、
持
続
可
能
な
森
林
づ
く
り
を
行
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

令
和
元
年
度
の
総
事
業
利
益2

4
,2

3
9

万
円
、事
業
総
費
用1

7
,9

1
5

万
円
、
事
業
管
理
費
、
事
業
外
損
益
を
差
し
引
い
た
経
常
利
益
は

1
,6

3
1

万
円
と
な
り
法
人
税
を
差
し
引
く
と
当
期
剰
余
金
は

1
,4

2
5

万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

 

各
種
事
業
を
行
う
こ
と
に
対
し
て
組
合
員
皆
様
の
御
理
解
、
御
協

力
に
感
謝
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

続
い
て
議
長
に
三
倉
地
区
の
西
尾
吉
弘
氏
を
選
出
し
て
議
事
に
入

り
、
上
程
し
た
全
て
の
議
案
を
賛
成
多
数
を
得
て
可
決
決
定
さ
れ
、
無

事
総
代
会
を
終
了
致
し
ま
し
た
。 

 

 

 
監査報告をする小坂代表監事 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発行／森町森林組合 

〒437-0208 静岡県周智郡森町三倉 826-2 

TEL : 0538-86-0211  FAX : 0538-86-0212 

E-Mail : jigyou@forest-morimachi.or.jp 

URL：http://www.forest-morimachi.or.jp 

す ぎ 
長さ 

(m) 

末口径 

(cm) 
中 値 

1 本当たり 

単価(円) 
摘   要 

3m 

14 8,000 472 柱目 3.5 寸取 

16～18 12,000 1,044 柱目 4 寸取 

20～ 12,000 1,584 中目 

4m 

14 10,000 780 桁目 3.5 寸取 

16～18 10,500 1,218 桁目 4 寸取 

20～22 13,500 2,376 中目 

24～28 15,000 4,050 中目 

30～34 16,000 6,560 二番玉節小 

6m 
16～18 － － 通し柱４寸 

20～22 － － 通し柱太角 

 

ひのき 
長さ 

(m) 

末口径 

(cm) 
中 値 

1 本当たり 

単価(円) 
摘   要 

3m 

14 14,000 826 柱目 3.5 寸取 

16～18 18,000 1,566 柱目 4 寸取 

20～ 15,000 1,980 太角目 

4m 

14 13,000 1,014 土台目 3.5 寸取 

16～18 17,000 1,972 土台 4 寸取 

20～22 17,000 2,992 中目縁甲取 

24～28 17,000 4,590 中目 

30～34 19,000 7,790 二番玉節小 

6m 
16～18 25,000 － 通し柱４寸 

20～22 20,000 － 通し柱太角 

 

三 木 の 森 林 だ よ り 
～山のことなら何でも森町森林組合に～ 

森組からお知らせ 
●組合員名簿等名義変更について 

所有森林で相続・取得・売却等が生

じた際には、組合員名簿及び出資証

券の名義変更等が必要となりますの

で、御連絡下さい。 

●一般賦課金納入のお願い 

令和 2 度の一般賦課金通知書を御

送付致しましたので 11/30 までに納

入下さいます様お願いします。 

●職員によるブログについて 

『はまぞう』に組合職員スタッフ

ブログを公開しています。 

 

森林環境譲与税と森林経営管理制度への取組について 静岡県森連 環境税推進室 長岡正人 

 日頃より、組合員の皆様には森林組合と共に森林の適切な整備に努めて頂き、ありがとうございます。森町において静岡県森連は、森町

森林組合と共に森林整備や山林の地籍調査に取り組んで来ました。今回は、既に三木の森林でもお知らせしている、昨年より始まった森林

環境譲与税と森林経営管理制度についての話題です。 

 「森林環境譲与税」については、地球温暖化の原因の 1つである温室効果ガス（二酸化炭素等）の増加を、森林の持つ機能を利用して抑

える取組の一環として創設されました。手入れの遅れている森林について、間伐などを行うことで健全な状態とし、二酸化炭素の吸収力を

高めることが求められています。従来の施策に加えて森林環境譲与税を活用し、市町村の裁量で「森林整備のさらなる促進」を図ることと

なり、同時に異常気象による森林災害の防止や、森林整備の増大等による地域振興も期待されます。 

森林環境譲与税で実施される事業についてはおおまかに 4つの項目（森林整備、人材育成、木材活用、普及啓発）とされており、これら

を行うことで都市部、市街地等の一般市民の皆さんにも恩恵がもたらされることを理由として、令和 6年度から全国的に納税者 1人あたり

年 1,000円の森林環境税の納税が始まります。 

「森林経営管理制度」については、従来の施策で対応できない箇所や、極めて小規模な所有等により森林整備が今まで困難であった箇所

の森林について、森林所有者が自力で森林を経営管理できない場合には市町村が仲介役となり、森林組合等に森林整備を実施してもらうと

いう新たな法制度です。この制度に取り組む際には森林環境譲与税を活用することができるとされています。 

  森林環境譲与税、森林経営管理制度のいずれも、市町村の果た

す役割が重要となっており、森町役場と森町森林組合、静岡県森

連が協力してこの法制度に昨年度から積極的に取り組んでいる

ところです。現在は森林整備への準備作業として、森林所有者へ

のアンケート調査や森林の現況を把握する現地調査などを実施

している段階です。（写真右は森林を 3D画像で表した様子です。） 

 組合員の皆様には、森林組合を通じて今まで以上に森林整備へ

の取り組みへのご協力をお願いすると共に、森林組合、森町役場

を通じて静岡県森連は森町の森林の適切な経営管理についての

後押し、お手伝いに今後も尽力致します。町内で見かけた際には

お気軽にお声がけ下さいませ。  

森林認証ＦＳＣ普及ＰＲ活動⑤  

 

 森林認証 FSC 普及 PR 活動として読本の作成を行

いました。記事の中では様々な対談を掲載しており、

㈱資生堂との「企業が考える環境への取り組みの背景

と展望」森町・掛川市両森林組合による若手職員との

「森林認証取得を通じて感じる森林施業の変化と展

望」や建築士事務所との「建築における認証材の可能

性」など読み応えのある内容となっています。 

 ご興味のある方は森林組合事務所にございますの

で是非、手に取ってご覧ください。 

  ＣＯＮＣＥＰＴ ＢＯＯＫ 

 

 

 


